
伊

旦

利

島

方

仁ゴ

の

伊豆利島方言の語法(JI ) 

帥

形
容
詞
の
語
形
変
化
と
種
類

形
・界
初
と
認
定
さ
れ
る
活
の
諸
形
態
を一
不
す
と
次
の一
地
り

で
あ
る
。

例
と
し

て
「
ク
ロ
イ
〈
山地問
い
〉
」

に
つ
い
て
示
し
て
み
る 。

ク
ロ
イ 、

ク
ロ
イ
イ
ロ

、

ク
ロ
イ
ネ
l

〈
黒
い
か〉

、

ク
ロ
イ
ト

イ
ヨ
〈
川市い

い
と
い
う
こ
と
だ〉

、

ク
ロ
イ
ダ
〈
思
い
の
だ〉

、

ク
ロ
イ
ダ
ル
ベ
イ
〈
渋
い

だ
ろ
う〉
、

ク
ロ
イ
ガ
(
接
続)

、

ク
ロ
イ
ニ
ッ

テ
〈
黒
い
の
で
〉 、

ク
ロ
イ

ソ
l
ロ
i

〈
黒
い
さ〉

、

ク
ロ
イ
ジ
ヨ
〈
黒
い
よ〉

、

ク
ロ
カ
ン
ノ
1

〈
県
か

ろ
う
て

ク
ロ
ク
ナ
ロ
〈
黒
く
な
る〉

、

ク
ロ
ク
ナ
イ
〈
然
く
な
い
て

ク
ロ

ク
テ
(
接
続)

、

ク
ロ
ケ
レ
パ

(
仮
定)

、

ク
ロ
カ
ッ

タ
(
過
去)

、

ク
ロ
カ

y
ツ
ロ
l

〈
黒
か
っ

た
ろ
う〉
、

ク
ロ
カ
ル
ベ
イ
〈
黒
か
ろ
う〉 、

ク
ロ
ソ
l

タ
(川
市
怨)

。

こ
れ
ら
の
詑
形
態
か
ら 、

「
ク
ロ
イ
」

に
お
け
る
変
化
形
式
の

異
な
り

形
態

部
分
と
し
て 、

ク
ロ
イ 、

ク
ロ
カ
ン

、

ク
ロ
ク 、

ク
ロ
ケ
レ

、

ク
ロ
カ
ッ
、

ク
ロ
カ
ル

、

ケノ
ロ

の
七
つ
の
部
分
を
取
り

出
す
こ
と
が
で
き
る 。

次
に
「
キ
レ
イ
ダ
」

に
つ
い
て
あ
げ
て
み
る 。

キ
レ
イ
ダ 、

キ
レ
イ
ダ
ン
テ
〈
き
れ
い
な
の
で〉 、

キ
レ
イ
ダ
ソ
l
ロ
l

〈
き
れ
い
さ〉

、

牛
レ
イ
ダ
ジ
ヨ
〈
き
れ
い
だ
よ〉

、

キ
レ
イ
ナ
イ
ロ

、

一語

法

(
日)

大

島

郎

ヰ
レ

イ
デ
ナ
イ 、

キ
レ
イ
ニ
ナ
ロ
〈
き
れ
い
に
な
る〉 、

キ
レ
イ
ダ
ン
ノ
l

〈
き

れ
い
だ
ろ
う〉
、

キ
レ
イ
ダ
ル
ベ
イ
〈
き
れ
い
だ
ろ
う〉
、

キ
レ
イ
ダ
ッ

夕 、

キ
レ
イ
タ
レ
パ

(
仮
定)

。

以
と

の
諸
形
態
か
ら
「
き
れ
い
だ
」

の
災
な
り

形
態
部
分
と
し
て 、

キ
レ
イ
ダ 、

キ
レ
イ
ナ 、

キ
レ
イ
デ 、

キ
レ
イ
ニ

、

キ
レ
イ 、
ダ
ン

、

キ
レ

イ
ダ
ル

、

キ
レ
イ
グ
ッ
、

キ
レ
イ
ダ
レ

の
八
つ
を
取
り

出
す
こ
と
が
で
き
る 。

従
っ
て
「
ク
ロ
イ
」

と
「
キ
レ
イ
ダ
」

の
そ
れ
ぞ
れ
の
異
な
り

形
態
部
分
を
つ
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て 、

形
容
詞

と
し
て
の
語
形
変
化
は
九
つ
の
ワ
ク
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る 。

「
ク
ロ
イ
」

に
よ
っ
て
代
六
さ
れ
る
変
化
形
式
を
第
一

種 、
「
キ
レ
イ
ダ
」

に

よ
っ
て
代
打ぶ
さ
れ
る
変
化
形
式
を
第
二
種 、

と
か
り

に
分
類
し
て
み
よ
う 。

第

一

種
の
形
容
詞
は

、

さ
ら
に

、

各
変
化
形
共
通
に
含
ま
れ
る
母
音
が
a
-
G
・

u
・
-
ー

の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て

四
類
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
よ

う 。

従
っ
て
山地{わ作
詞
と
し
て
は

、

二
種
五
獄
に
分
刻
す
る
こ
と
が
で
き
る 。

形

容
詞
の
種
類
別
語
例
は
次
の
通
り

で
あ
る 。

第
一

種

1

変
化
部
分
に
共
通
に
含
ま
れ
る
母
音
が
a
の
も
の

。

竪
イ
・

赤
イ
・

長
イ
・

高
イ
・

無
イ
・

ネ
ブ
ッ
タ
イ
〈
眠
い
〉

な
ど 。

変
化
部
分
に
共
通
に
含
ま
れ
る
母
音
が
o
の
も
の

。
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県
イ
・

山
イ・
良
イ・

ヤ
l
y

コ
イ
〈
や
わ
ら
か

い
〉

な
ど
。

3
変
化
部
分
に
共
通
に
合

ま
れ
る
舟
自
が
u
の

も

の 。経
イ
・

老
イ
・

サ
ブ
イ

〈
仰木γ
い
〉
・

ウ
l

ス
イ
〈
幼

い〉
ιなザと。

4

変
化
部
分
に
共
通
に
合

ま
れ
る

皿虫円
が
ー

の
も

の 。

下接部分

フ
ル
シ
イ〈
古
レ〉
・
-一

イ
γ
イ〈
新
し
レ〉
・

楽
シ

イ
・

悲
γ
イ
な
ど
。

第
二
種

キ
レ
イ
ダ・
品川
カ
ダ
な
ど 。

以
上
の
形
容
討
に
お
け
る

種
類
別
の
話
形
そ
化
を
不
支

化
部
と
変
化
郎
分
と
に
分
け

て
表
に
不
す
と 、
上
の
よ
う

に
な
る 。

同
代
名
詞の
用
法

人
称
代
名
刺
は
単
純
で
あ
る 。
話
手
を
表
現
す
る
言
い
方
は
男
女
の
区
別
な

く
「
オ
レ」
が
用
い
ら
れ
る 。
こ
れ
に
対
し
て
話
相
手
に
対
す
る
表
現
は
「
モ

シ」
が一
般
的
で
あ
る 。
即
ち 、
話
手
と
話
相
手
と
の
関
係
が
同
等・
目
上・

日
下
・

男
・

女
な
ど 、

い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
区
別
な
く 、

住
民
同
士
の
問
で
は

「
オ
レ」
と
「
モ
シ」
に
よ
っ
て 、
い
わ
ゆ
る
自
称・
対
称
の
表
現
が
行
な
わ

れ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る 。

一
般
的
で
は
な
い
が 、
時
に
「
モ
シ」
と
同
じ
立
場
で
「
オ
マ
イ」
が
用
い

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る 。
ま
た
対
称
の
卑
称
に
は
「
ウ
ヌ」
及
び
「
ワ
カ」
な
ど

も
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る 。

。
ソ
l

タ
コ
ト

ガ

ワ
ガ
ニ
テ
キ
ロ
不
l

〈
そ
ん
な
こ
と
が
お
前
に
で
き
る
か

な
〉話

の
中
に
佼
わ
れ
る
と
き
の
「
オ
レ
l

」
「
モ
シ
l

」

の
形
は

、
〈
お
れ
は
〉

、

〈
お
前
は
〉

に
あ
た
る
(
名
詞
も
同
じ)。

O
モ
シ
l

モ
l

ア
l

タ
コ
ト

オ
ス
ナ
ヨ
〈
お
前
は
も
う
あ
ん
な
こ
と
を
す
る

な
よ
〉

O
キ
ョ、

不
ン
l

イ
カ
レ
ダ
ッ

タ
ガ

コ
卜

シ
l
ド
l

シ
テ
モ

イ
コ
ツ
モ
リ

ダ
〈
去
年
は
行
か
れ
な
か
っ
た
が 、
今
年
は
ど
う
し
て
も
行
く
つ
も
り

だ〉

O
コ
コ
イ

キ
ラ
セ
ロ
l

タ
メ
タ
〈
こ
こ
へ
米
さ
せ
る
こ
と
は
だめ
だ〉

ま
た 、
「
オ
レ
ガ」
「
モ
γ
ガ」
は
と
も
に
〈
お
れ
が
・

お
れ
の〉
〈
お
前
が・

お
前
の
〉

を
表
わ
す 。

O
オ
レ
ガ
モ
ン
タ
〈
お
れ
の
も
の
だ〉

O
コ
イ
ツ
ガ
ハ

ナ
ン
l

キ
イ
テ
l

タ
ラ

い
て
い
た
ら
涙
が
出
た
〉

「
オ
レ
ガ
イ」
「
モ
シ
ガ
イ」
は 、
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ミ
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を
表
わ
す 。

「
1
カ
ラ」
と
結
び
つ
く
形
で
は
「
オ
レ
y

カ
ラ」
の
よ
う
に
な
る
の
が
普

通
で
あ
る 。

い
わ
ゆ
る
コ・
ソ・
ァ・
ド

の
休
系
は 、
ほ
と
ん
ど
共
通
話
と
変
ら
な
い 。

た
だ
「
こ
ん
な・
そ
ん
な・
あ
ん
な・
ど
ん
な」
に
当
た
る
言い
方
は 、
「
コ

l
タ・
ソ
l

タ・
ド
l

タ・
ア
l

タ」
と
現
わ
れ
る
こ
と
が
多
く 、
他
の
伊
豆

諸
島一
般
及
び
東
部
方
一一言
の
各
地
と
同
じ
で
あ
る 。

ま
た 、
い
わ
ゆ
る
「
準
休
助
詞」
と
言
わ
れ
る
共
通
語
の
〈
の〉
に
当
た
る

言
い
方
に
は 、
「
ン
ガ」
が
用
い
ら
れ 、
「
オ
レ
ン
ガ
ダ」
〈
お
れ
の
だ〉 、
「
ガ

ッ
コ
l

ン
ガ
ダ
ジ
ヨ」
〈
学
校
の
だ
よ〉
の
よ
う

に
現
わ
れ
る 。

表

現

伊豆利島方言の語法(lI)

付

打
消
の
表
現

打
消
の
言い
方
は 、
動
詞
の
場
合 、
下
接
部
分
と
し
て
「
l
ン」
が
用
い
ら

れ
て
表
現
さ
れ
る 。
動
詞
の
第
八
変
化
形
が
「
1
ン」
と
結
び
つ
く
形
態
で
表

わ
さ
れ
る 。
即
ち 、
共
通
語
の
〈
行
か
な
い〉
〈
起
き
な
い〉
は
そ
れ
ぞ
れ
「
イ

カ
ン」
「
オ
キ
ン」
の
よ
う

に
表
わ
さ
れ
る 。

Oハ
タ
ラ
キ
モ
ベ
ツ
ニ
セ
ン
ダ
ガ
〈
働
き
も
別
に
し
な
い
の
だ
が〉

O
イ
リ
モ
セ
ン
モ
ノ
オ
〈
安
り
も
し
な
い
も
の
を〉

O
ダ
l
レ
モ
コ
ノ
コ
ト

オ
ハ
ナ
ス
ナ
ッ

テ
ハ
ナ
サ
セ
ン
ダ
ッ

テ
〈
誰

れ
も
こ
の
事
を
話
す
な
と
言っ
て
話
さ
せ
な
か
っ
た
っ
て〉

Oコ
レ
オ
ヤ
コ
ワ
ケ
ニ
ワ
イ
カ
ン
〈
こ
れ
を
焼
く
わ
け
に
は
い
か
な
い〉

伊
豆
諸
島
方
言
の
中
で 、
打
消
の
表
現
に
「
i
ン」
の
形
を
と
る
も
の
は 、

利
島
方
言
と
三
宅
島
坪
田
方
言
だ
け
で
あ
る 。
他
の
各
自国
方
言
は
「
l

ナ
イ」

の
み
で
あ
る
(
た
だ
し 、
八
丈
島・
青
カ
烏
方
言
は
「
l
ン
ナ
カ」
を
用
い 、

動
詞
の
変
化
形
態
も
異
なっ
て
独
特
な
様
相
を
示
し
て
い
る) 。

〈
書
か
な
か
っ
た〉
に
当
た
る
言い
方
は 、
中
年
層
以
上
と
青
少
年
層
と
の

聞
に
は
違い
が
あ
る
が 、
利
島
方
言
と
し
て
の
相
は
中
年
四川
以
上
に
用
い
ら
れ

る
「
カ
カ
ダ
ッ
タ・
カ
カ
ダ
ッ

ケ」
で
あ
ろ
う 。

O
カ
イ
テ
イ
ダ
ッ
タ
〈
苫い
て
い
な
か
っ
た〉

O
ツ
カ
イ
ミ
チ
ニ
モ

イ
カ
ダ
ッ

ケ
ガ〈
使
う
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
な
あ〉

O
ソ
ノ
卜

シ
ノ

タ
イ
ギ
ッ
タ
ラ
ハ
ナ
シ
ニ

ナ
ラ
ダ
ッ

ケ
〈
そ
の
年
の

大
変
で
あっ
た
こ
と
は 、
話
に
な
ら
な
か
っ
た〉

青
少
年
層
で
は
「
l

ナ
カ
ッ
タ」
が
多
く

用
い
ら
れ
て
い
る 。

〈
書
か
な
い
で〉
に
あ
た
る
言い
方
は 、
「
カ
カ
ズ-
こ 、
〈
来
な
い
で
い
た〉

は
「コ
ズ
ニ
イ
タ」
で 、
「
カ
カ
イ
デ・
コ
ン
デ
イ
タ」
の
形
は
用
い
ら
れ
な

、。

「
i
l

セ
ン」
は 、
動
詞
の
第
三
変
化
形
に
下
接
し
て
打
消
を
表
わ

ま
た 、

す 。O
カ
キ
l

セ
ン
〈
苫
か
な
い〉

セ
ン
〈
知
ら
な
い〉

こ
の
形
態
は
共
通
語
の
〈
書
き
は
し
な
い〉
と
い
う

言い
方
に
当
た
る
が 、

さ
き
に
述べ
た
代
名
詞
の
用
法
と
同
じ
で
〈
i

は
i〉

が
「
l
l
i」
と
衣
わ

れ
る
現
象
に
当
た
る
も
の
と
言
え
よ
う 。

「
i7
イ」
は
動
詞
の
第
四
変
化
形
と
結
び
つ
い
て
用
い
ら
れ
る 。
東
京
な

ど
で
は
も
う
あ
ま
り

聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
言い
方
に
なっ
て
し
まっ
て
い
る

が 、
利
烏
方
言
で
は
ご
く
普
通
に
用い
ら
れ
て
い
る 。

Oハ
ヤ
シ
ジ
ュ
l

ネ
ン
モ
ゴ
ジ
ュ
l

ネ
ン
モ
ス
マ
イ
ナ
ー

〈
も
う

四
十

年
も
五
十
年
も
し
な
い
ね
え〉

O
カ
シ
ヤ
ス
マ
イ
ナ
ー

〈
貸
し
ゃ
し
な
い
だ
ろ
う

ね〉

O
オ
キ
l

セ
ン
〈
起
き
な
い〉

O
シ
リ
l
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O
モ
l

カ
ス
マ
イ
ガ
〈
も
う

決
し
て
貨
す
ま
い〉

0
7
ダ

シ
ヌ
7
イ
カ
〈
未
だ
死
な
な
い
だ
ろ
う〉

打
消
条
件
の
言
い
方
は
「
l
ン
グ
レ
バ
」
「
l

ネ
バ
」
「
i
ン
ケ
レ
パ
」
な
ど

が
用
い
ら
れ
る 。

O
ウ
ッ

テ
イ
ン
ダ
レ
パ
〈
売
っ
て
い
な
い
の
な
ら〉

O
カ
リ
ン
ケ
レ
バ
〈
仙
り

な
け
れ
ば〉

O
イ
ワ、
不
パ
ヨ
カ
Y

タ
ニ
〈ニ一面
わ
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に〉

口

推
量
の
表
現

各
島
方午一一口
の
多
く
は
「
i

ズ
ラ」
を
用
い
る
が 、

利
島
方
言
で
は

ィ
・
1

ダ
ル
ベ
ィ・
1
ノ
1
・
1

ダ
ン
ノ
l」

が
用
い
ら
れ
る 。

O
カ
ゼ
ガ
フ
ク
ベ
イ
〈
風
が
吹
く
だ
ろ
う〉

O
イ
コ
ダ
ル
ベ
イ
〈
行
く
だ

ろ
う〉

O
サ
ブ
カ
ン
ノ
l
・

サ
ブ
カ
ル
ベ
イ
〈
火、
い
だ
ろ
う〉

O
ア
メ
ダ
ン

ノ
l

〈
雨
だ
ろ
う〉

ま
た 、
次
の
よ
う
な
拍
川
本
現
も
用
い
ら
れ
る 。

O
ナ
コ
デ
ナ
ィ、不
|

〈
泣
く
ら
し
い〉

こ
の
よ
う
な
言
い
方
は 、
多
く
は
中
年
の
女
性
か
ら
観
察
す
る
こ
と
の
で
き

た
表
現
で
〈
泣
く
の
で
は
な
い
か 、
泣
く
ら
し
い
ね〉
と
で
も
い
う
よ
う
な 、

い
わ
ゆ
る
続
出
表
現
の
一
種
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う 。
こ
の
程
の
腕
山
去

現
は 、
利
島
方
言
の
話
し
こ
と
ば
の
小
で
は
か
な
り

聞
か
れ
る
よ
う

で
あ
る 。

「
t

ダ
ル
ベ
イ」
を
用
い
る
こ
と
は 、
関
東
方
言
の
推日思
表
呪
と
し
て
古
い

相
と
言
え
よ
う 。
こ
れ
と
凶
系
の
法
制引
は 、
主
と
し
て
内
関
東
方
言
に 、
「
i

ダ

ベ
-
i

ダ
ベ
l
-
i

ダ
ン
ベ
l
-
l
タ
l

ベ
l
・
1

タ
ッ

ベ
-
t

ダ
ァ

ペ
l」

の
よ
う
な 、
い
ろ
い
ろ
な
形
態
で
分
布
し
て
お
り 、
こ
れ
ら
の
分
布
状
態
か
ら

一
連
の
つ
な
が
り

が
考
え
ら
れ
る
と
岡山
わ
れ
る 。

伊
豆
諸
島
の
方一
育
で
も 、

「
i .へ

坪
田
方
言
な
ど
で
は ャ

O
ユ
キ
デ
モ

フ
ル
タ
ン
ベ
イ
〈
富
で
も
降
る
だ
ろ
う〉

O
ツ
ユ
モ

ア
ケ
ル
ダ
ン
ベ
イ
〈
梅
雨
も
あ
け
る
だ
ろ
う〉

の
よ
う

に
「
ダ
ン
ベ
イ」
の
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る 。
し
か
し 、
利
品
方
言
の

よ
う

に
「
l

ダ
ル
ベ
イ」
と
い
う

形
態
を
表
わ
す
と
こ
ろ
は 、
今
ま
で
の
筆
者

の
淵
資
範
聞
で
は
利
島
だけ
で
あ
る 。
「
l

ダ
l

ベ
l」

の
形
も 、

初
島
県
南

会
浮
郡
の
椴
校
岐
村
で
観
察
し
得
た
だ
け
で
あ
る
(
筆
者
「
福
烏
以
橋
校
岐
村

方
言
の
性
格
に
つ
い
て」
人
文
学
報
第
十
九
号) 。
こ
れ
ら
に
対
し
て
「
1

ダ

ン
ベ
l」

は
最
も
広
い
範
囲
に
分
布
し
て
お
り 、

大
体
千
葉
県・
埼
玉
県・
群

馬
県・
神
奈
川
県
な
ど
が
そ
う

で
為
る 。
こ
れ
ら
の
様
相
か
ら
み
て 、
利
島
方

言
の
「
l

ダ
ル
ベ
イ」
と
い
う

形
態
は 、
こ
の
種
の
関
東
方
言
的
推川 e思
表
現
の

古
い
形
態
と
考
え
て
よ
レ
と
思
う 。

「
1
ノ
l
-
i
ノ
l

ガ」
も 、
三
宅
島
坪
出
方
言
や
御
蔵
品
方一
言
と
形
態・

用
法
と
も
に
似
て
い
る
(
八
丈
ぬ
方
言
で
は
「
l
ノ
l

ワ」 、

青
ガ
応
方
言
で

は
「
i

ナ
ウ
ワ」
で
あ
る) 。

O
キ
ン
ニ
ョ
l

モ
シ
l

オ
ヨ
ギ
ニ
イ
ツ

タ
ノ
l

ガ
〈
昨
日 、
お
前
は
泳

ぎ
に
行
っ

た
ろ
う〉

こ
れ
は 、
古
い
関
東
方
言
の
推
量
の
助
動
討
で
あ
る
「
な
む」
が
変
化
し
た

(
ナ
ム
↓
ナ
ウ1v
ノ
l)
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
(
都
竹
泊
年
郎
氏
「
万
葉

集
の
民
謡
と
万一
冨」
国
語
研
究
第
三
号) 。

過
去
の
推
U
44
現
は 、

前
述
の
「
イ
ツ

タ
ノ
l

ガ」
と
と
も
に 、
「
イ
ッ
ツ

ロ
l」
も
用
い
ら
れ
る 。

O
イ
ロ
ト

キ
ダ
ァ
ツ
ロ
l

〈
印刷
る
時
だっ
た
ろ
う〉

O
牛
ン
ニ
ヨ
|

ハ
ナ
ミ-一

イ
ヌ

ツ
ロ
l

ガ〈
昨
日
花
見
に
行司
た
ろ
う〉

こ
れ
は
や
は
り 、

「
つ
ら
む」
が
変
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う 。

他
の
伊
豆
諸
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民
の
多
く
の
方
言
で
は 、
「
t
ツ
ラ」
と
い
う

形
態
が
こ
れ
に
当
た
る
言
い
方

で
あ
る
が 、
こ
れ
は
互
い
に
関
連
あ
る
形
態
で
あ
る
と
思
わ
れ
る(
即
ち 、
「
t

ツ
ラ」
の
形
態
と
「
t
ツ
ロ
l」

の
形
態
と
は 、
と
も
に
同
じ
「つ
ら
む」
か

ら
変
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が 、
そ
の
変
化
過
程
が
異
なっ
た
結
果
で
あ
ろ

う
と
推
定
さ
れ
る) 。

次
に
意
志・
勧
誘
を
表
わ
す
表
現
で
は 、
多
く
は 、
動
詞
の
第
四
変
化
形
と

「
tベ
イ」
が
結
び
つ
い
て
用
い
ら
れ 、
こ
の
点 、
関
東
方
言一
般
と
同
じ
用

法
と
み
ら
れ
る 。

特
に
勧
誘
を
表
わ
す
と
き
は 、
動
詞
の
第
六
変
化
形
と
「
i-

こ
及
び
「
l

ジ
ヨ」
と
が
結
び
つ
く
形
で
「
イ
カ
ア
ニ
・

イ
カ
ア
ジ
ヨ」
〈
さ
あ
行
こ
う〉 、

「
ア
ス
パ
ア
ニ」
〈
遊
ぼ
う
よ 、
遊
ば
な
い
か〉 、
「
ク
ワ
ア
ニ
・
ク
ワ
ア
ジ
ヨ」

〈
食べ
よ
う 、

食べ
る
の
だ
よ〉 、
「
カ
ル
ク
シ
ラ
ア
ニ」
〈
続
く
す
る
の
だ
よ〉 、

「
イ
キ
タ
ガ
ラ
ア
ジ
ヨ」
〈
行
き
た
が
る
の
だ〉
の
よ
う
に
用
い
ら
れ 、
相
手

に
対
す
る
話
手
の
働
き
か
け
の
意
味
が
強
く
こ
め
ら
れ
た
表
現
で
あ
る
と
言
え

トa
kノ。

伊豆利島方言の語法(II)

O
ノ
ミ
ナ
ガ
ラ
ハ
ナ
サ
ア
ニ 。
ユ
γ
ク
リ
シ
リ
ヤ
イ
〈
飲
み
な
が
ら
話
そ

う
よ 。
ゆっ
く
り
し
て
く
だ
さ
い〉

O
オ
レ
7
デ
キ
タ
ラ
ヨ
サ
ア
ニ
〈
お
れ
の
と
こ
ろ
ま
で
(
順
が)
来
た
ら

や
め
る
だ
よ〉

こ
の
「
イ
カ
ア」
「
ア
ス
パ
ア」
の
形
は 、
古
語
の
イ
カ
ン
ト

ス
に
関
係
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る 。
長
野
方
言
な
ど
の
「
イ
カ
ズ」
「
イ
カ
l

ズ」

は 、
こ
の
「
イ
カ
ン
ト

ス」
か
ら
出
た
「
イ
カ
ン
ズ」
が
変
化
し
た
も
の
と
さ

れ
て
い
る
が 、
利
島
方
言
の
「
イ
カ
ア」
「
ア
ス
パ
ア」
の
形
態
も 、
互
い
に

関
係
の
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る 。

白

回
想
の
「
ケ」

東
京
語
な
ど
の
「
そ
ん
な
こ
と
が
あっ
た
っ

け」
の
よ
う
な 、
過
去
の
事
実

を
想
起
し
て
表
現
す
る
「
l
ケ」
の
用
法
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る 。
ま
た
諸
学

者
に
よ
っ
て
も
こ
れ
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る 。
即
ち 、

東
京
語
の
場
合
は
そ
の
用
法
は
狭
く

限
ら
れ
て
お
り 、

わ
ず
か
に
「
だ・
た」

の
変
化
形
「
だ
っ
・

たつ」
に
下
接
す
る
に
止
ま
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る 。
こ

の
よ
う
に
限
ら
れ
た
東
京
語
の
用
法
に
比
べ
て
問
東・
東
海
諸
方
言
で
は 、
東
京

語
よ
り

広
い
用
法
で
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
明
ら
か
で
あ
る 。

利
島
方
言
の
「
i
ケ」
の
用
法
も 、
東
京
語
よ
り

広
い
用
法
を
示
し
て
い
る

と
言
え
る
よ
う
で
あ
る 。
用
例
を
示
し
て
み
よ
う 。

-

炭
焼
キ
ガ
ア
ノ
l

ハ
ナ
イ
ケ
ト

カ
イ
ッ

テ 、
誰
カ
ガ

閲
イ
テ
キ
タ

タ
ナ
l

〈
話
し
た
と
か
言っ
て〉

2

ウ
シ
ロ
エ

ウ
シ
ロ
エ

歩
イ
テ
イ
ッ

ケ
〈
歩い
てノ行っ
た〉

3

見
サ
セ
ロ
ッ

テ
イ
ッ

ケ
ニ
ッ

テ
〈
言っ
た
か
ら〉

4

ア
ノ
l

十
月
ノ
五
日
ダ
ッ

ケ
ナ
l

出
ク
1 0

〈
五
目
だっ
た
っ
け
な
あ 、

出
た
の
は〉

5

ア
ン-一
シ
テ
モ

不
自
由
タ
ッ

ケ
ナ
l

〈
不
自
由
だ
っ
た
な
あ〉

6

オ
イ
ラ
ガ
チ
イ
サ
イ
時ニ
ナ
i

貌
タ
チ
デ
モ
ミ
ン
ナ
パ
l

サ
ン
タ
チ

ラ
モ

イ
ッ

ケ
ガ
〈
言っ
た
が〉

7

オ
カ
シ
カ
ッ
ケ
ナ
l

ア
l

言ヨ
ト
コ
ロ
l

〈
お
か
し
か
っ
た
な
あ 、
あ

あ
言
う

所
は〉

8

食べ
ロ
物
ガ
ナ
イ
ト

言ヨ
ワ
ケ
デ
ナ
カ
ッ
ト
〈
無
い
と
言
う

訳
で
は
な

か
っ
た〉

9

ソ
l
コ
l

シ
テ

見ニ
行ッ
ケ
ガ
〈
見
に
行っ
た
け
れ
ど〉

日

死
ノ
前
ノ
年一ア
ナ
カ
ッ

タ
ケ
ロ
l

カ
〈
な
か
っ
た
っ
け
か〉
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郵
便
ガ
キ
ケ
ナ
l

〈
郵
便
船
に
よ
っ
て
新

日

郵
便
給
Y

テ

新
島
y

カ
ラ

島
か
ら
郵
便
が
来
た
な
あ〉

ロ

進
物-一
ヨ
コ
イ
ク
ウ
チ
モ

ア
ッ

ク
ッ
ケ
〈
進
物
に
よ
こ
し
た
家
も
あ
っ

た
っ
け〉

日
ソ
l
イ
ウ
辛
イ
思
イ
オ

シ
タ
ッ
ケ
ナ
i

は

困
叶ノ
タ
ッ
ケ
ナ
i
。

ソ
ノ

時
ノ
呪
オ

イ
ツ
7
デ
モ
忘
レ
l

エ
ン
〈
凶
っ

た
け
ね
え〉

日

ズ
イ
プ
ン

不
臼
由
シ
タ
ッ

ケ
ナ
l

中
村
通
夫
氏
は

、

方
言
の
例
と
し
て
長
塚
節
「
土
」

に
表
わ
れ
た
鬼
怒
川
沿

岸
方
言
の
「
け
」

を
分
桁
さ
れ
た
結
果
の
中
で 、

東
京
語
に
お
け
る
用
ほ
が
時
間
的
意
味
を
「
た
」

に
委
ね
て
も
っ

ぱ
ら

感
情
的
意
契
を
あ
ら
わ
し 、

一詠
嘆
表
現
に
重
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の

に

対
し 、

隣
接
方
言
に
お
け
る
用
例
は

、

こ
の
語
が
そ
れ
ら
の
感
情
を
若

干
表
現
す
る
と
と
も
に
多
分
に
時
間
的
意
味
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

こ
れ
は
下
接
語
を
多
く
用
い
て
さ
ら
に
そ
の
説
話
に
感
情
的
色

づ
け
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る

。
(
『
東
京
語
の

性
格
』)

と
述
べ
ら
れ 、

鬼
怒
川
方
言
の
「
け
」

の
意
味
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

。

利
白山
方

言
に
お
け
る
「
i
ケ
」

の
意
味
用
誌
も 、

こ
の
中
付
氏
の
説
明
に
よ
っ
て
か
な

り
明
ら
か
に
さ
れ
る

。

し
か
し
、

利
烏
方
言
で
は

、
さ
ら
に
東
京
語
の
〈
行
っ
た〉

に
当
た
る
言
い
方
に
も 、

「
行
ッ
ケ
」

が
伐
わ
れ
て
い
る

。

金
田
一

春
彦
氏
に

よ
れ
ば 、

静
岡
県
遠
江
地
方
な
ど

で
は

「
行
ッ
ケ
・

見
ケ
」

と
い
う

形
は

、

「
行
γ

ク
・

見
タ
」

の
代
り

に
佼
わ
れ
て
い
る
と
い
う

(
「
方
言
の
文
法
」

日

本
民
俗
学
大
系
第
十
巻)

。

前
出
用
例
の
う
ち 、

1
・

2
・
3
・
8
な
ど
は

、

多
分
に
単
な
る
過
去
の
表

現
と
し
て
「
i
タ
」

と
の
交
答
は

可
能
で
あ
る

。

〈
苫
か
な
か
っ
た
〉

に
当
た

る
「
カ
カ
ダ
ッ
タ
・

カ
カ
ダ
ァ

ケ
」

は
、

ど
ち
ら
を
用
い
て
も
よ
い
と
い
う

話

者
へ
の
確
か
め
も
あ
る
。

従
っ
て
利
島
方
言
の
場
合
は

、

同
怨
の
友
現
と
し
て

の
「
l
ケ
」

も 、

「
行
ッ
タ
ッ
ケ
」

と
し
て

用
い
ら
れ
る
と

同
時
に

、

「
行
ツ

ケ
」

な
ど
の
形
は
む
し
ろ
阿
同む
と
い
う

表
現
怠
図
ば
薄
れ
か
け
て

、
「
行
Y
タ
」

と
同
じ
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
観
察
さ
れ
た

。

し
か
し
こ
れ
は 、

こ
の
二

つ
の
形
の
問
に
細
か
な
意
味
の
異
な
り

が
あ
る
か
も
知
れ
な
い

。

こ
の
点
に
つ

い
て
は
さ
ら
に
確
か
め
る
必
安
が
あ
る
よ
う
に
思
う 。
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伺

理
由
を
友
わ
す
友
現

共
通
語
の
〈
ー

で
あ
る
か
ら〉

に
あ
た
る
言
い
方
を 、

利
烏
万一一一
日
で
は
「
i

了
ア
・

1
ニ

了
ア
-

i
ニ
ヨ
ッ

テ
」

と
い
う
形
で
用
い
る

。

O
ア
レ
ガ
ク
ロ
カ
ッ
タ
ン
ッ

テ

ソ
ン
オ
ン
タ
ナ
l

〈
あ
れ
が
黒
か
っ
た
も
の

だ
か
ら
債
を
し
た
の
よ〉

。
ミ

サ
セ
ロ
ッ

テ
イ
ッ

ケ
ニ
ッ

テ

オ
マ
イ
モ
ア
イ
ピ
ヤ
イ
〈
見
せ
あ
と一一
品
っ

た
か
ら 、

お
前
も
一

緒
に
行
け
よ
〉

O
ツ
リ
エ
テ
ン
ダ
モ
ノ

ソ
エ
ダ
ニ

ヱ
ア

ア
ノ
i

タ
イ
ガ
イ
ノ
ヒ
ト

牛
ロ

ヨ
l

モ

シ
ラ
ン
ヨ
l

ナ
ワ
ケ
デ
〈
釣
り

へ

出
な
い
の
だ
も
の

、

そ
れ
だ
か

ら
あ
の
う 、

大
概
の
人
は
切
る
方
法
も
知
ら
な
い
よ
う
な
わ
け
で〉

O
ア
イ
ツ
モ
ク
ロ
シ
オ
レ
モ
イ
コ
ニ
ッ

テ

オ
7
イ
モ
ア
イヒ
ヤ
イ
〈
あい

つ
も
来
る
し 、

お
れ
も
行
く
の
だ
か
ら 、

お
前
も
一

絡
に
行
け
よ
〉

O
デ
キ
ロ
ニ
ッ

テ

オ
レ
ニ
ヤ
ラ
セ
リ
ヤ
イ
〈
出
来
る
か
ら 、

お
れ
に
や
ら
せ

て
く
だ
さ
い
〉

O
カ
ゼ
ガ

フ
コ
ニ
ッ

テ

ブ
ネ
ガ

船
が
出
な
い
か
も
知
れ
な
い
〉

日
ア
ン
カ
モ
シ
ン
ナ
イ
〈
風
が
吹
く

か
ら



O
タ
7 6コ
ナ
イ
ネ
l 。

タ
7 ，コ
ア
ル
ベ
ケ
レ
ッ
ト

モ
コ
ン
ヤ
l

ソ
レ
オ
ツ

カ
ウ
ン
タ
ニ
ッ

テ
ヤ
レ
ン
ナ 。〈
卵
は
あ
り
ま
す
か 。
卵
は
あ
り
ま
す
け
れ

ど 、
今
夜
便
う
の
で
あ
げ
ら
れ
な
い
ね 。〉

O
キ
ョ
l

ワ
ナ
ギ
テ
キ
ク
カ
デ
ニ
ナ
ッ

ク
ニ
ヨ
ッ

テ
〈
今
日
は
静
か
に
なっ

て 、
北
風
に
なっ
た
か
ら〉

他
の
各
島
方
言
で
は
こ
の
よ
う
な
使
い
方
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
が 、
長
野・

静
岡
方
言
な
ど
に
は 、
「
キ
ャ
l

ル
ガ
鳴
ク
ン
テ」
の
よ
う
な
言い
方
が
あ
り 、

こ
の
「
鳴
ク
ン
テ」
の
原
型
で
あ
ろ
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
(
こ
れ
に
つ
い

て
は 、
金
田一
春
彦
氏
も 、
同
じ
御
意
見
を
お
持
ち
の
よ
う
で
あ
る) 。

伊豆利烏方言の語法(1I ) 

国

下
接
形
式
に
よ
る
特
徴
的
表
現

1

JE
ヰ
l

疑
問
を
表
わ
す 。

O
コ
ノ
ホ
ン
オ
オ
レ
ニ
カ
ソ
ネ
|

〈
こ
の
本
を
お
れ
に
貸
す
か〉 、

O
イ

カ
ン
ネ
l

〈
行
か
な
い
か〉 、

O
タ
7
ゴ
l

ナ
イ
ネ
i

〈
卵
は
無
い
か〉 、

O
シ
ラ
ン
ネ
l

〈
知
ら
な
い
か〉 、

O
オ
7
イ
ガ
ニ

ソ
レ
l

デ
キ
ラ
ア

ネ
l

〈
お
前
な
ど
に
そ
れ
は
で
き
よ
う

か〉 、

Oコ
レ
ト
ソ
レ
ト
ド
y

チ
ガ

フ
ル
シ
イ
ネ
l

〈
こ
れ
と
そ
れ
と
ど
っ
ち
が
古
い
か〉

2

1
ジ
ヨ

い
ろ
い
ろ
の
文
末
部
に
現
わ
れ
て
余
怖
を
そ
え
る 。

O
ア
メ
ガ
フ
ッ

テ
キ
タ
ジ
ヨ〈
雨
が
降っ
て
来
た
よ〉

O
ウ
ソ
デ
ナ
イ
ジ
ト

う
そ
で
な
い
よ〉

O
イ
キ
ク
ガ
ロ
ダ
ジ
ヨ
〈
行
き
た
が
る
の
だ
よ〉
な
ど
広

く
用
い
ら
れ
る 。

3

1
ヤ
イ

文
末
部
に
現
わ
れ
る 。
多
く
動
詞
の
第
二
変
化
形
の
下
接
部
分
と
し
て
現
わ

れ
る 。
動
詞
の
第
二
変
化
形
は
そ
れ
だ
け
で一
単
位
と
な
り

得
る
が 、
そ
の
ま

ま
で
言い
切
る
よ
り
も
「
i

ヤ
イ」
と
結
び
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
方
が
多い 。

O
デ
キ
ロ
ニ
ァ

テ
オ
レ
ニ
ヤ
ラ
セ
リ
ヤ
イ
〈
で
き
る
か
ら
お
れ
に
や
ら
せ
て

く
れ
よ〉

O
デ
キ
ロ
ダ
ッ

タ
ラ

ヤ
ッ

テ
ミ
リ
ヤ
イ〈
で
き
る
の
な
ら 、
や
っ
て
ご
ら
ん〉

O
ア
イ
ピ
ヤ
イ
〈一
緒
に
行
こ
う
よ〉

こ
れ
ら
の
例
で
わ
か
る
よ
う
に 、
動
詞
の
第
二
変
化
形
で
言い
切
る
よ
り 、

や
わ
ら
か
な
表
現
効
果
を
持つ 。
即
ち 、
そ
の
場
に
居
る
話
相
手
に
対
し
て 、

言
葉
使
い
を
や
さ
し
く
す
る
た
め
の
も
の
と
受
取
ら
れ
る 。
狂
言
な
ど
に
は 、

ヤ
イ
ヤ
イ

太
郎
冠
者
あ
る
か
や
い 。

な
ど
の
例
は
多
数
出
て
い
る 。
こ
の
「
ゃ
い」
は 、
ロ
ト
リ
ゲ
ス
の
『
日
本
大

文
典』
に
出
て
い
る
「
ア
イ」
と
同
じ
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が 、
『
大
文
山内』

の
解
説
に
よ
る
と 、
「
よ」
や
「
ぞ」
と
共
に 、

主
人
が
召
使
と
話
し 、
身
分
の吉岡い
者
が
低
い
者
と
話
す
時 、
注
意
を

促
す
意
味
を
持っ
て
い
る 。
そ
う
し
て
「
よ」
や
「
ぞ」
の
方
が
依
意
を

A白
ん
で
い
る 。

例
何
れ
も
皆
ょ
う

聞
け
あ
い 。
〈
お
い
若
者
共
よ
く
間
け〉
の
立 。
(
t

ル

忠
生
博
士
訳 、
ロ
ー

マ
字
表
記
を
省
略)

の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る 。
こ
の
解
説
で
も
見
え
る
よ
う

に 、
「
注
怠
を
促
す」

こ
と
は 、
こ
の
利
島
方
言
の
表
現
意
図
と
し
て
ま
さ
に
そ
の
も
の
ズ
パ
リ

で
あ

る 。
用
法
の
似
て
い
る
点
で
お
も
し
ろ
い 。

ま
た 、
こ
れ
と
似
た
用
法
と
し
て 、

Oヨ
ク
ミ
テ
ン
ジ
ャ
イ
コ
レ
ト
ソ
レ
ト
ド
ッ

チ
ガ
フ
ル
シ
イ
ネ
l

〈
よ

く
見
て
ご
ら
ん 、
こ
れ
と
そ
れ
と
どっ
ち
が
古
い
か
ね〉

。コ
コ
エ

キ
テ
ン
ジ
ャ
イ
〈
こ
こ
へ
来
な
さ
い〉
の
よ
う
な
形
も
現
わ
れ
る 。
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4

と

】t
ソ
l

ロ
l

「
イ
コ
ド」
と
い
う

言
い
方
は 、
「
お
れ
は
も
う

行
く
ぞ」
と
い
う

場
合
に

多
く

男
性
が
用
い
る 。
つ
ま
り
自
分
が
行
く
意
志
を
示
し 、
相
手
に
そ
の
こ
と

を
承
知
さ
せ
る
と
い
う

用
い
方
の
よ
う
で
あ
る 。
「
イ
ク
ベ
イ
ド」
と
も
用
い

ら
れ
る 。
こ
れ
は一
方
「
イ
コ
ジ
ヨ」
と
い
う

言
い
方
と
同
じ
で
あ
る
が 、
こ

れ
ら
は
共
通
語
に
お
け
る
〈
行
く
ぞ〉
と
〈
行
く
よ〉
の
異
な
り

に
対
応
す
る

で
あ
ろ
う 。
こ
れ
に
対
し
て
「
イ
コ
ソ
l
ロ
l」

は
少
し
異
な
る 。
人
か
ら
何

度
も
「
行
け
行
け」
と
言
わ
れ
た
り

「
行
こ
う 、

行
こ
う」
と
う
る
さ
く

誘
い

か
け
ら
れ
た
り
し
た
と
き
に
「
そ
ん
な
に
言
わ
な
く
て
も 、
今
行
く
と
こ
ろ
な

ん
だ 、
行
く
に
き
まっ
て
い
る
の
だ 、
行
く
よ」
と
い
う

返
事
の
意
味
で
あ

る 。
即
ち 、
そ
こ
に
は
「
当
然
そ
う

す
る
こ
と」
を
自
分
は
考
え
て
い
る 。
そ

ん
な
に
言
わ
な
く
て
も
わ
か
っ
て
い
る 、
と
い
う

多
少
の
迷
惑
と
い
う

気
持
が

含
ま
れ
て
い
る 。
だ
か
ら
「
モ
シ
モ
ア
イ
ピ
ヤ
イ」
〈
お
前
も一
緒
に
行
こ
う〉

と
相
手
か
ら
誘
わ
れ
た
時 、
「
オ
l

イ
ク
ベ
イ」
〈
あ
あ 、
行
こ
う〉
と
い

う
返
事
は
同
意
で
あ
る 。
と
こ
ろ
が
こ
の
場
合
「
イ
コ
ソ
l

ロ
l」

の
よ
う
に

返
事
を
す
る
と
強
い
返
事
に
な
る 。
こ
の
よ
う
な
表
現
を
住
民
は 、
「
言
い
方

が
強
く
な
る」
と
答
え
て
い
る 。

ま
た 、
「
確
か
に
そ
の
通
り
な
の
だ
ね」
と
い
う
よ
う
な
念
を
抑し
さ
れ
た
時

の
答
え
と
し
て
「
ソ
ー

ダ
ソ
l

ロ
l」

が
現
わ
れ
る 。
用
例
を
あ
げ
る
と 、

07
ダ
ワ
カ
ラ
ン
ソ
l

ロ
l

〈
ま
だ
わ
か
ら
な
い
に
き
まっ
て
い
る
よ〉 、

O
ヨ
メ
ロ
ソ
!

?l
〈
読
め
る
と
も
!〉 、

O
カ
ガ
ク
ッ

ク
l

ソ
l

ロ
1

〈
な

に 、
蚊
が
食
た
の
き
て

O
カ
ス
ベ
イ
ソ
l

ロ
l

〈
さ
あ 、
貸
し
て
ゐ
げ
る
と

も
!〉 、

O
カ
サ
ン
ソ
l

ロ
l

〈
も
ち
ろ
ん
貸
さ
な
い
き
て
O
ソ
l

イ
ヤ
ン
デ

モ

カ
コ
ソ
l

ロ
i

〈
そ
う

言
わ
な
く
て
も 、
書
き
ま
す
よ〉 、

O
サ
ブ
カ
ル

ベ
イ
ソ
|

ロ
l

〈
寒
い
だ
ろ
う
さ〉

こ
れ
ら
の
用
例
で
も
わ
か
る
よ
う
に 、
「
ソ
l

ロ
l」

の
使
い
方
は
東
京
語

な
ど
の
〈
t
さ〉
に
あ
た
る
言い
方
で
あ
る 。
或
は
平
山
輝
男
博
士
や
金
田一

春
彦
氏
な
ど
の
言っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に 、
東
京
語
〈
l
さ〉
の
原
型
が
「
ソ

I
ロ
l」

で
あ
る
か
も
知
れ
な
い 。
そ
れ
は
金
田一
氏
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に

青
少
年
層
で
は
「
ソ
1

ロ
l」

の
形
も
出
る
が 、
特
に
「
l
ソ
l」

の
形
で
同

じ
表
現
意
図
を
表
わ
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る 。

と
こ
ろ
が 、
さ
ら
に 、
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば 、
少
年
層
で
は
「
i
y

サ」

と
い
う

形
も
現
わ
れ
て
い
て 、
「
イ
コ
ッ

サ」
〈
行
く
さ〉 、
「
ソ
1

コ
l

シ
ン
γ

サ」
〈
そ
う

や
こ
う
は
し
な
い
さ〉 、
「
イ
7
ヤ
ロ
ッ

サ」
〈
今
や
る
の
だ
よ〉

な
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る 。
老
年
岡市
で
は
「
l
ソ
l」

は
使
う
こ
と
も
あ

る
が 、
こ
の
「
lッ

サ」
の
形
は
使
わ
な
い
よ
う
で 、
もっ
ぱ
ら
少
年
層
の
み

が
用
い
て
い
る
よ
う
に
観
察
さ
た 。
以
上
の
様
相
か
ら 、
現
在
の
利
島
方
言
で

は 、
三
つ
の
形
態
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と 、
そ
し
て 、
こ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
形

態
は 、
各
年
代
層
に
よ
っ
て
か
な
り

は
っ
き
り
と
使
う

形
が
分
か
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る 。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て 、
現
在
の
利

烏
方
言
の
中
で
は 、

ソ
l

ロ
l
↓
ソ
|
↓
ッ

サ

の
よ
う
な
変
化
を
起
し
つ
つ
あ
る
過
程
の
相
と
み
て
よ
さ
そ
う
に
思
わ
れ
る 。
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四

結

び

こ
の
利
島
で
は
新
し
い
指
導
的
立
場
に
あ
る
と
こ
ろ
の
青
年
層
の
多
く
が
ほ

と
ん
ど
島
の
外へ
出
て
し
まっ
て 、
烏
内
に
は
老
年
層・
中
年
層・
少
年
層
と

い
う

集
団
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り 、
こ
れ
ら
が
主
に
なっ
て
社
会
構
成
が
で
き
あ

が
っ
て
い
る 。
ま
た 、
こ
の
烏
の
地
域
的
環
境
と
し
て
は 、
さ
き
に
も
述べ
た

よ
う

に 、
伊
豆
諸
島
の
中
で
も
案
外
交
通
不
便
な
方
に
は
い
る
烏
で
あ
る 。
こ



の
よ
う
な
現
状
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、

日
常
生
活
一

般
が、

現
在
も
か
な
り
他
と

比
較
し
て
み
て、

文
化・
交
通
な
ど
の
上
で
孤
立
的
だ
と
言
え
る
よ
う
に
思
う。

こ
の
よ
う
な、

社
会
的
に
孤
立
し
た
環
境
に
あ
る
言
語
で
は、

一

般
に
言
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
、

そ
こ
に
古
い
と
言
わ
れ
る
様
相
ゃ、

ま
た
新
し
レ
と
言
わ

れ
る
様
相
が、

そ
れ
ぞ
れ
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が、

こ
れ
を
も
現
代
語
と
し

て
み
る
と
き、

こ
の
方
言
の
実
態
が、

社
会
的
交
流
の
盛
ん
な
他
の
方
言
と
比

較
し
て
み
て、

相
互
の
実
態
に
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
か
を、

同
じ
現
代
諾

の
穏
々

相
と
い
う
面
で
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う。

本
稿
で
は
も
っ

ぱ
ら
利
島
方
言
の
実
態
の
記
述
を
自
的
と
し
た
の
で、

こ
の

よ
う
な
全
体
的
な
比
較
検
討
は
行
な
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が、

比
較
検
討
の

前
に
、

や
は
り
実
態
の
記
述
が
先
ず
必
要
で
あ
る
と
い
う
立
場
も
あ
る
わ
け
で

あ
る
。筆

者
は

「
方
言
」

を、

広
く

「
現
代
語
の
生
き
た
こ
と
ば
」

と
し
て
把
握

し、

こ
の
よ
う
な
実
態
と
し
て

利
島
方
言
の
語
法
面
を
み
て

き
た
の
で

あ
る

が、

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
眺
め
る
と
、

利
島
方
言
で
は
老
年
層
的
言
語
が
か
な

り
安
定
的
立
場
を
占
め
て
お
り、

従
っ
て
そ
の
様
相
に
は
、

他
の
伊
豆
諸
島
方

言
(
特
に
北
部
伊
豆
諸
島
方一
言)

と
比
べ
て、

比
較
的
に
関
東
方
言
の
古
い
様

相
が
多
く
み
ら
れ
る
方
言
だ
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
、

利
島
方
言
の
全
体
的
な
実
態
は、

音
韻
・

ア
ク
セ
ン
ト
・

語
粂
な

ど
と
の
考
察、

及
び
語
法
の
み
で
な
く、

広
く
「
文
法
」

の
全
体
的
考
察
の
立

場
か
ら、

綜
合
的
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う。

こ
こ
で
は

「
語

伊豆利島方言の語法(II) 

法
」

の
分
析
記
述
を
目
的
と
し
た
の
で
利
島
方
言
全
体
と
し
て
の
笑
態、

及
び

そ
の
性
格
論
に
及
ぶ
の
は
、

少
な
く
と
も
他
の
伊
豆
諸
島
方
言
に
つ
い
て
も、

そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
上
で、

後
日
を
期
し
た
レ
と
思
う。

以
上、

利
島
方
言
の
語
法
の
実
態
を、

筆
者
が
観
察
し
得
た
範
囲
で、

形
態

と
表
現
と
の
二
部
か
ら
記
述
し
て
み
た
。

な
お、

表
現
の
部
で
は
特
に
利
烏
方

言
の
特
徴
的
な
面
の
お
も
な
も
の
に
つ
い
て
記
述
し
た
の
で
あ
っ
て、

約
か
な

点
は
省
略
し
た
。

方
言
語
法
の
記
述
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て、

大
方
の
御
教
示、

御
批
判
を
得

ら
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

〔
付
記〕

二
回
に
わ
た
る
臨
地
調
査
に
際
し 、

穫
々
お
世
話
く
だ
さ
っ
た
関

係
者
の
方
々
と

、

多
く

の
被
調
査
者
の
方
々
と
に

、

そ
の
御
協
力
に

対
し
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す

。

-
東
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